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右
の
質
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主
意
書
を
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出
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る
。 
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第
九
回
国
会
に
お
い
て
提
出
し
た
「
占
領
余
り
に
長
し
」
と
い
ら
だ
つ
日
本
人
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
「
民
心
を
平

靜
に
す
る
た
め
に
は
、
国
内
の
治
安
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

そ
の
国
内
治
安
確
保
に
関
す
る
具
体
的
施
策
と
、
そ
の
実
行
の
成
績
を
承
り
た
い
。 

そ
こ
で
改
め
て
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 

国
内
治
安
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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